
 



 



 

←Sc 

←Tb 

のり面の土質 切土高 のり面のこう配

5メートル以下 垂直1メートルに対する水平距離が0.2メートル以上のこう配

5メートルを超えるもの 垂直1メートルに対する水平距離が0.6メートル以上のこう配

5メートル以下 垂直1メートルに対する水平距離が0.9メートル以上のこう配

5メートルを超えるもの 垂直1メートルに対する水平距離が1.2メートル以上のこう配

5メートル以下 垂直1メートルに対する水平距離が1メートル以上のこう配

5メートルを超えるもの 垂直1メートルに対する水平距離が1.5メートル以上のこう配

5メートル以下 垂直1メートルに対する水平距離が1.8メートル以上のこう配

5メートルを超えるもの 垂直1メートルに対する水平距離が1.8メートル以上のこう配

軟岩（風化の著しいものを除く。）

風化の著しい岩

砂利、真砂土、関東ローム、硬質粘土

その他これらに類するもの

その他の土質

←Tb 

←Sc 

出典『秦野市土地の埋立て等の規制に関する条例施行規則：秦野市』 



 

 

 

 

 



 



 



 

既設法面は勾配が 1：1.2 のため 

現状安定勾配となっている。 

① Sc 層  提案値 1：1.5 勾配 

② Tb 層  提案値 1：0.8 勾配 

Sc 層が切土法面 

に露出する範囲 

L≒30m 

※平面図中の切土計画は、安定勾配による
切土を前提としたものである。法面処理等
を総合勘案した切土計画は第 2 編に示す。 

Sc 17.87

B 5.88

法⾧(m)X2断面



 



 



 

■地山補強土工における 

極限周面摩擦抵抗の目安 


